
第 23回 Hindgut Club Japan シンポジウム開催のご案内 

 

メインテーマ：「ユーザー目線で見たオミクス解析の実際―データの取り扱い方と

その限界―」 

シンポジウムコンビーナー：栄養・病理学研究所，塚原隆充 

 オミクス解析の進歩により，大量のデータが得られるようになった。一方で，得られた

データ量が多すぎて，結果を活かし切れていないケースも散見される。 

オミクス解析には，実際に検体から情報を採取する「ウェット解析」と，採取したデー

タを解析・解釈する「ドライ解析」に分けられるが，「ドライ解析」が以外と難しく，解釈

を困難にさせている。 

今回のシンポジウムでは，様々なオミクス解析を行っておられるユーザーをお招きして，

解析結果の解釈例からオミクス解析を行う上での「ウェット解析」・「ドライ解析」双方の

ヒントが得られれば幸いである。 

 

 

主催：Hindgut Club Japan 

日時：2017年 12月 2日（土） 9時 50分〜17時 30分（9時 20分受付開始） 

会場：専修大学・神田キャンパス 1号館 

   （東京都千代田区神田神保町 3-8） 

参加費（昼食・抄録付き）：一般 5,000円（学生 2,000円） 

研究交流会：4,000円 

詳しくは，URL：http://kyoto-inp.cc/Hindgut-club.htmlをご覧下さい。 

 

プログラム 

第一部：メインセッション 

「ネットワーク解析を用いた発達障害の病態解明」 

                       木村亮（京都大学） 

「食品の新規機能性標的としてのマイクロバイオーム・メタボローム研究」 

                内藤裕二（京都府立医科大学） 

「臨床医の立場からのマイクロバイオーム研究」    

         安藤 朗（滋賀医科大学） 

「イメージング質量分析法を用いた神経病理学研究の新しい試み」 

                       池川雅哉（同志社大学） 



「腸内細菌叢のメタゲノム解析の現状とこれから」 

                       井上亮（京都府立大学） 

総合討論 

第二部：ポスターセッション・Hindgut Club 奨励賞選出 

※ ポスター発表要項と奨励賞の応募要項は下記事務局までお問い合わせ下さい。 

研究交流会：シンポジウムの参加申し込みと一緒にお申し込み下さい。（会費 4,000円） 

 

参加申し込み・問い合わせ先 

Hindgut Club Japan事務局 

〒610-0231 京都府綴喜郡宇治田原町立川古池谷 7-2 

株式会社栄養・病理学研究所内 塚原隆充 宛 

URL：http://kyoto-inp.cc/Hindgut-club.html 

E-mail：tsukahara.hindgut-club@kyoto-inp.cc，TEL：0774-99-7331，FAX：0774-99-7332 

 参加申込は 11 月 18 日（金）までに氏名，所属，住所，電話番号，FAX 番号及び E-mail

アドレスを明記の上，FAX 又は E-mailで上記までお申し込み下さい。 

尚，ポスター発表希望の方は，同日までに要旨（A4横書き一枚）を E-mail 又は郵送にて

送付して下さい。 


